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研究成果の概要：　転倒は、高齢者の骨折の主原因である。転倒における危険因子を同定し、転倒リスクのある
高齢者を早期発見する事を目的とした。
　対象者は14名（男性3名、女性11名）で平均年齢は74.8±4.3歳であった。検査項目として、握力、膝伸展筋
力、片脚立位時間、Short Physical Performance Battttery、ロコモ25、iTUG時間、iTUGスコアの測定を行っ
た。統計解析として各検査項目の相関関係を調査した。その結果、iTUGスコアとロコモ25で有意な相関関係が認
められた。iTUGスコアはiTUG時間とは異なり高齢者の転倒リスクを多方面から簡便に検出できるデバイスとして
期待される。

研究分野：転倒
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　iTUGスコアとロコモ25で有意な相関関係が認められた。その背景として、ロコモ25は体の痛み、生活動作、心
理的側面等も評価対象であり、運動機能以外の要因もiTUGスコアと関係する事が今回の結果から示唆された。ロ
コモ25で測定可能な移動能力の低下とバランス能力には関係性があることが示唆されたが、iTUGスコアを決める
歩行時の重心偏移とロコモ25の各設問項目との具体的な関連性に関しては今後も調査の必要がある。
　iTUGスコアはiTUG時間とは異なり年齢や身体フレイルとの関連を認めず、身体機能とは独立した要因であるこ
とが窺われた。高齢者の多様な転倒リスクを簡便に検出できるデバイスとして期待される。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－４１ 
 

 
１．研究の目的 
 

転倒は、大腿骨骨折をはじめとした高齢者の骨折の主原因である。近年では、転倒を予

測するリスクファクターを早期に同定し、早期発見を目的とした二次予防が注目されてい

る。Hacaro series iTUGは、椅子からの立ち上がりから歩行、方向転換、着座までの重心

動揺が計測可能であり、独自の転倒リスク評価がスコア化され、50点以下では軽度転倒リ

スク状態と判断される。デバイスを用いて短時間且つ簡便に測定が可能であるが、Hacaro 

series iTUGを用いた研究報告はまだ散見されない。そこで本研究は、Hacaro series iTUG

を用いて高齢者の歩容や身体機能との関連性を明らかにすることを目的とする。転倒予防

分野における Hacaro series iTUGの研究報告に期待されるところは、今後大きいと考え

る。転倒リスク状態に陥った高齢者を早期に発見し、必要に応じ適切なアドバイスを行う

事で転倒予防ならびに生活機能の維持・向上につながると考える。 
 
２．研究成果 
 

研究対象者は条件を満たした 14人（男性 3名、女性 11名）であり、平均年齢は 74.8±4.3

歳であった。検査項目として、握力、膝伸展筋力、片脚立位時間、Short Physical 

Performance Battttery（SPPB）、ロコモ 25、iTUG時間、iTUGスコア の測定を行った。 

統計解析として、iTUGスコアの中央値で低値群と高値群の 2群に分け、各検査項目の平

均値の差の比較をマン・ホイットニーの U検定を用いて行った。また、各評価項目をスピ

アマンの順位相関係数を用い相関関係を調査した。 

結果として、iTUGスコアにおいてカットオフ値である50点を下回った者は1名であり、

比較は高値群（114.5±41.9点）と低値群（58.7±9.8点）の 2群に分けて行った（表 1）。

2群間の比較において有意な差が得られた項目としては、iTUG時間（高値群 7.6±0.7秒、

低値群 11.2±1.7秒）および iTUGスコアにおいて p＜0.01以下の有意差を認めた。相関

関係（表 2）においては、年齢と片脚立位時間、年齢と SPPB、握力と膝伸展筋力、片脚

立位時間と膝伸展筋力、片脚立位時間とロコモ 25、片脚立位時間と SPPB、膝伸展筋力と

握力において p＜0.01以下の相関関係を認めた。また、年齢と膝伸展筋力、年齢とロコモ

25、年齢と iTUG時間、握力とロコモ 25、握力と SPPB、膝伸展筋力とロコモ 25、ロコ

モ 25と iTUG時間、ロコモ 25と iTUGスコア、iTUG時間と SPPBにおいて p＜0.05以

下の相関関係を認めた。結果より、iTUGスコアはロコモ 25で有意な相関関係が認められ

た。仮説に反して握力、膝伸展筋力、片脚立位時間等の身体機能との関連性が認められな

かった。これは、iTUGスコアにおいてカットオフ値である 50点を下回る者が少なく運動

機能が良好な被験者であったためと考える。また、iTUGスコアとロコモ 25で有意な相関

関係が認められた背景として、ロコモ 25 は体の痛み、生活動作、心理的側面なども評価

項目としており、運動機能以外の要因も iTUGスコアと関係する事が今回の結果から示唆

された。 

iTUGにて算出されたスコアは、質問紙であるロコモ 25と有意な相関関係が認められた。

ロコモ 25 で測定可能な移動能力の低下とバランス能力には関係性があることが示唆され

たが、iTUGスコアを決める歩行時の重心偏移とロコモ 25の各設問項目との具体的な関連

性に関しては今後も調査の必要がある。iTUGスコアは iTUG時間とは異なり、年齢や身



体フレイルとの関連を認めず、身体機能とは独立した要因であることが窺われた。高齢者

の多様な転倒リスクを簡便に検出できるデバイスとして期待される。 
 

表 1 マン・ホイットニーのU検定による群間比較 
  低値群 高値群 ｐ 

年齢 76.1±4.7 77.6±3.8 NS 

握力 25.1±10.9 31.7±7.2 NS 

片脚立位時間 17.7±23.4 32.9±19.8 NS 

膝伸展筋力 20.6±7.7 33.1±10.1 NS 

ロコモ 25 30.0±21.6 14.4±8.6 NS 

iTUG(秒） 11.3±1.8 7.7±0.8 ＜0.01 

iTUGスコア 58.7±9.9 114.6±42.0 ＜0.01 

SPPB 8.6±2.9 10.7±2.2 NS 

※有意水準は 5%未満とする。 

 

表 2 各評価項目における相関関係 
 

  年齢 握力 

片脚立位時

間 

膝伸展筋

力 

ロコモ

25 iTUG 

iTUG 

スコア SPPB 

Spearman

のロー 

年齢 相関係数 1.000 -0.505 -.748** -.606* .577* .549* -0.481 -.770** 

有意確率 (両側)  0.066 0.002 0.022 0.031 0.042 0.082 0.001 

握力 相関係数 -0.505 1.000 0.468 .798** -.596* -0.438 0.305 .533* 

有意確率 (両側) 0.066  0.091 0.001 0.024 0.117 0.288 0.050 

片脚

立位

時間 

相関係数 -.748** 0.468 1.000 .675** -.763** -0.499 0.380 .689** 

有意確率 (両側) 0.002 0.091  0.008 0.001 0.069 0.180 0.006 

膝伸

展筋

力 

相関係数 -.606* .798** .675** 1.000 -.603* -0.486 0.305 .714** 

有意確率 (両側) 0.022 0.001 0.008  0.022 0.078 0.288 0.004 

ロコ

モ 25 

相関係数 .577* -.596* -.763** -.603* 1.000 .599* -.543* -0.506 

有意確率 (両側) 0.031 0.024 0.001 0.022  0.024 0.045 0.065 

iTUG 相関係数 .549* -0.438 -0.499 -0.486 .599* 1.000 -.922** -.584* 

有意確率 (両側) 0.042 0.117 0.069 0.078 0.024  0.000 0.028 

iTUG

スコ

ア 

相関係数 -0.481 0.305 0.380 0.305 -.543* -.922** 1.000 0.395 

有意確率 (両側) 0.082 0.288 0.180 0.288 0.045 0.000  0.162 

SPPB 相関係数 -.770** .533* .689** .714** -0.506 -.584* 0.395 1.000 

有意確率 (両側) 0.001 0.050 0.006 0.004 0.065 0.028 0.162  

**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) 。 

*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) 。 
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